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彩層スペクトルの定量的解釈については, これまで多くの研究が発表されている｡ 例えば R .G . A thay
其他の研究, 良.G . A thay and D .H . M enzel の研究は有名であるが, 多くの観測事実を矛盾なく説明
することに成功していない｡ 申請者は上部彩層が不均質な, いわゆるスピキュール構造を示すことに注目
し, これを彩層の閃光スペクトルの解釈に導入した｡ すなわち, 申請者の仮定した彩層のモデルは









は下部彩層と同じく, 10,000 0 と仮定すると, 電子密度は高度 1000km において logN e- ll.52 とやや
従来より高 く, 高さによる減少率はやや緩かになる｡
(b) 可視波長域の連続スペクトルは スピキュール問 (インタースピキュール) 領域より出るものと推
定出来る｡ この観測より求めた温度は 106 で, コロナと同じ程度の高温であり, 密度は高度 4000km ,
7000km , 10,000km においてそれぞれ logN e- 9.64 (外挿値),9.28, および 8.90 となる｡
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(C) コロナ温度から彩層温度にうっる所謂転移領域は幾何学的に極めて薄い層であって, インタース
ピキュールの最低部にあたるものと推定される. この層の厚さはコロナ温度, インタ- スピキュ- ルの密
度分布に極めて敏感に依存するため, 現在の観測材料から正確に推算することは難しい｡
参考論文その 1 は, 大気の曲率を考慮して輝線B 型星大気の水素栢射場を扱ったもの で あ る｡ その2
は, オルフ ･ ライエ星など流出大気における禁制線形成を論じている｡ その 3 では, 白鳥座 P 星の拓射温
度の推定において, パルマー連続光の韓射場の影響を考察している｡ その4 においては, 太陽彩層 ･惑星
状星雲などにおける水素高準位の熱平衡からの偏俺が, 低準位と連続状態問の遷移によって決ることを示
している｡ その 5 は, 水素 ･ヘリウムの非平衡係数計算のた-めのプログラムである｡ この中で水素高準位
からの衝突断面積の従来の仮定が不適当であることを指摘 している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 嘗 旨
太陽彩層は熟的平衡からの偏俺の大きい異常なる大気層として注目されている｡ その研究には従来から
の日食時における閃光スペクトル観測の他に, 近年は太陽電波観測, ロケットによる室外輝線スペクトル











評価する｡ なお, 参考論文 5編はいずれも恒星大気についての申請者の豊富な知見とすぐれた研究能力を
示すものである｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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